
人工衛星データを利用して、赤潮の原因となるプランクトンのサイズ推定や種判別を行
い、赤潮発生状況等を迅速に把握する手法を開発することを目的とする。本事業で開
発する技術により、より広域的に赤潮発生状況を早期に把握することができ、漁場環
境の適切な管理が期待される。

平成30年度漁場環境改善推進事業のうちリモートセンシングを活用した
有害赤潮の種判別手法の開発

2 事業の内容

1 事業の目的

3 技術開発の成果・普及（３０年度）

実施主体：名古屋大学、（株）パスコ、（一社）漁業情報サービスセンター

※事業詳細をご覧になりたい方は、下記のURL先をご覧ください
https://www.maff.go.jp/j/budget/yosan_kansi/sikkou/tokutei_keihi/seika_H30/ippan/index.html#

227

○ 赤潮自動判別技術の開発
赤潮の検知を簡便に利用するための技術開発（GISデータによ

る汎用化）

様々な海水分光特性 クロロフィル濃度表示

赤潮の自動判別技術の開発

○ 赤潮の発生予測技術の開発
HFレーダ、海洋モデル、現場データ等と複合し、赤潮の発生

海域の予測技術を開発

○ 赤潮類の判別手法の開発
・珪藻類に加えてシャットネラ、カレニアなどの多種類の赤潮
類について判別する手法を開発

・地域の特性や季節要因等を踏まえた赤潮の判別手法を開発

人工衛星データからの赤潮検知精度の高精度化、および赤潮種別分類に関する技術開発

赤潮発生やそれ伴う貧酸素化による養殖魚
等の大量斃死が水産業にとって大きな課題

GCOM-C/SGLIの高解

像度画像により、海域
の分光特性を解析


